
画面を通して熱心に耳を傾ける保護者 
＝盛岡市・くるみ子ども会 

       

    

   

岩
手
県
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
の
第
52
回
定
期
総
会
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
書
面
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

書
面
に
よ
る
開
催
は
昨
年
に
続

き
２
回
目
。 

20
年
度
活
動
報
告
で
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、
県
連
協

が
外
部
団
体
や
民
間
企
業
の
支

援
窓
口
と
な
っ
た
こ
と
や
、
県

内
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
状
況

把
握
や
支
援
、
情
報
発
信
な
ど

を
行
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

21
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
を
重
点

課
題
と
し
て
挙
げ
、
指
導
員
の

支
援
や
、
行
政
へ
の
働
き
か
け

を
行
う
こ
と
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
の
生

活
を
支
え
る
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
あ
っ

て
も
、
そ
の
役
割
を
果
た
せ
る 

             よ
う
、
県
連
協
は
県
内
の
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
を
支
援
す
る
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

総
会
の
議
事
は
書
面
評
決
で

行
わ
れ
20
年
度
活
動
報
告
、
決

算
報
告
を
承
認
。
21
年
度
活
動

方
針
案
と
予
算
案
は
採
択
さ
れ
、

21
年
度
の
役
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
18
日
開

催
の
役
員
会
に
お
い
て
、
千
田

広
幸
氏
が
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。 

新
役
員
は
次
の
と
お
り
。 

会
長 千

田 

広
幸
（
滝
沢
） 

副
会
長 

阿
部 

 

勝
（
気
仙
） 

松
本
由
加
利
（
盛
岡
） 

本
宮 

信
也
（
花
巻
） 

酒
井 

浩
文
（
北
上
） 

小
原 

裕
樹
（
久
慈
） 

事
務
局
長 

門
田 

弘
之
（
滝
沢
） 

  

全
国
連
協
は
、全
国
ど
こ
で
も

誰
も
が
安
心
し
て
通
え
る
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
を
目
指
し
、
署
名
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
の
緊 

      

事
務
局
次
長 

橋
本 

有
紀
（
盛
岡
） 

会
計 
 

 

嘉
村 

祐
之
（
盛
岡
） 

事
務
局
員 

楢
見
舘 

浩
（
盛
岡
） 

 
 

中
村
由
可
子
（
盛
岡
） 

永
洞 

麻
衣
（
盛
岡
） 

村
上 
麻
希
（
滝
沢
） 

武
田 
恵
実
（
滝
沢
） 

小
松 

紀
幸
（
花
巻
） 

古
川 

晴
一
（
花
巻
） 

武
藤 

一
弘
（
北
上
） 

小
納
恵
理
子
（
北
上
） 

千
田
久
美
子
（
北
上
） 

関
畑 

千
春
（
久
慈
） 

大
平
ル
ミ
子
（
久
慈
） 

志
田 

俊
一
（
気
仙
） 

岡
澤 

紹
子
（
気
仙
） 

比
内
沙
耶
火
（
気
仙
） 

会
計
監
査 

髙
橋 

真
琴
（
盛
岡
） 

去
石 

靖
子
（
滝
沢
） 

  

急
事
態
宣
言
下
で
国
は
学
童
保

育
を
「
原
則
開
所
」
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
学
童
保
育
は 

社
会
生
活
を
維
持
す
る
の
に
重

要
な
施
設
で
あ
る
と
い
う
認
識 

        

                     

  が
広
ま
り
ま
し
た
。
一
方
で
全

国
に
は
施
設
の
規
模
や
集
団
の

規
模
が
基
準
以
下
の
ク
ラ
ブ
が

ま
だ
多
く
あ
り
、
岩
手
県
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
を 

     

         

               

防
止
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
整
備

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
県
連
協

で
は
、
加
盟
ク
ラ
ブ
に
署
名
の

協
力
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
署
名
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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（１）                          岩手県学童保育連絡協議会ニュース  NO.1  2021/8/17                          

県
連
協
第
52
回
定
期
総
会

吾 

県
連
協
は
保
護
者
リ
モ
ー
ト
研

修
会
を
６
月
27
日
、
７
月
10
日
の

２
日
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
各

地
域
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
者
会

の
開
催
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
学
童
保
育
の
生
命
線
と
も
言
え

る
保
護
者
会
の
役
割
や
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
２
日
間
で
４
講
座
が
行
わ
れ
、

県
内
学
童
保
育
の
保
護
者
、
指
導
員

ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

７
月
10
日
に
行
わ
れ
た
「
よ
り 

よ
い
保
護
者
会
・
連
協
づ
く
り
を
目

指
し
て
」
の
講
座
に
は
84
人
が
参

加
。
阿
部
勝
県
連
協
副
会
長
を
講
師

に
、
保
護
者
会
と
連
協
の
役
割
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
阿
部
副
会
長
は

「
子
ど
も
た
ち
は
安
定
し
た
生
活

環
境
で
自
由
に
自
分
を
表
現
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
確
立
し
て

い
く
」
と
述
べ
、「
学
童
保
育
が
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
を
だ
せ
る
大
切
な
居
場
所

に
な
る
た
め
に
は
保
護
者
の
関
わ

り
が
大
切
」
と
保
護
者
会
の
意
義
を

語
り
ま
し
た
。
役
員
の
負
担
が
大
き

く
な
り
手
が
な
い
な
ど
の
課
題
に

つ
い
て
、「
保
護
者
の
仕
事
の
状
況

や
家
庭
事
情
は
様
々
。
今
で
き
る
人

が
で
き
る
範
囲
で
協
力
し
あ
う
こ

と
が
大
切
」
と
助
言
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
盛
岡
市
の
く
る
み
子
ど

も
会
、
北
上
市
の
成
田
学
童
保
育

所
、
花
巻
市
の
矢
沢
学
童
ク
ラ
ブ

が
、
事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
保

護
者
の
学
童
保
育
へ
の
思
い
や
、
運

営
課
題
へ
の
取
り
組
み
、
よ
り
多
く

の
保
護
者
に
楽
し
く
参
画
し
て
も

ら
う
工
夫
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

 

保
護
者
リ
モ
ー
ト
研
修
会 

ー
署
名
の
取
り
組
み
を 

り
組
み
を 

ー 


